
Microsoft SQL Serverのインストール

この章では、Microsoft SQLのインストールと設定について説明します。

•暗号化データベースはサポートされていません（1ページ）
• Microsoft SQL Serverのインストールとセットアップ（1ページ）
• Microsoft SQL Serverのアップグレードに必要なデータベースの移行（6ページ）
• IM and Presenceリリース 11.5 (1)以降からのデータベーススキーマのアップグレード（9
ページ）

暗号化データベースはサポートされていません
IM and Presence Serviceは、Microsoft SQL Serverによる暗号化データベースをサポートしていま
せん。ただし、以下の場合を除きます。

• IM and Presence Serviceは、Message Archiver機能の暗号化されたコンプライアンスデータ
ベースをサポートしています。11.5(x)リリースでは、この機能は11.5(1)SU5以降でサポー
トされます。この機能は 12.0(x)ではサポートされていませんが、12.5(1)ではサポートさ
れています。

Microsoft SQL Serverのインストールとセットアップ

始める前に

•「セキュリティの推奨事項について」セクションで、MicrosoftSQLデータベースのセキュ
リティの推奨事項をお読みください。

•サポートされているバージョンについては、外部データベースのセットアップ要件を参照
してください。

• MS SQL Serverのインストールについては、Microsoftのドキュメントを参照してくださ
い。
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XMPP仕様に準拠して、IMおよび Presenceサービスノードは UTF8文字エンコードを使用し
ます。これにより、ノードは多くの言語を同時に使用して動作し、クライアントインターフェ

イスで特殊言語文字を正しく表示できます。ノードでMicrosoft SQLを使用する場合、UTF8
をサポートするように構成する必要があります。

（注）

[Microsoft SQL Server Management Studio]を使ってMS SQL Serverに接続してください。

新規Microsoft SQL Serverデータベースの作成
新しいMicrosoft SQL Serverデータベースを作成するには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 SQLサーバおよびWindows認証を有効にする:

a) 左側ナビゲーションペインでMicrosoft SQL Serverの名前を右クリックして、[プロパティ]をクリック
します。

b) [ SQL ServerおよびWindows認証モードを有効にする]をクリックします。

ステップ 2 左側ナビゲーションペインで [データベース ]を右クリックし、[新しいデータベース]をクリックします。

ステップ 3 データベース名フィールドに適切な名前を入力してください。

ステップ 4 OKをクリックします。左のナビゲーションペインの [データベース]の下に新しい名前が表示されます。

MSSQL名前付きインスタンスの設定
Microsoft SQLServerブラウザサービスは、名前付きインスタンスへの着信接続について、UDP
ポート 1433でリッスンします。 SQL Serverブラウザサービスは、動的に割り当てられた TCP
ポート番号でクライアントに応答します。この TCPポート番号は、名前付きインスタンスへ
のセッション接続に使用されます。

IM and Presenceは動的ポート割り当てをサポートしていないため、Microsoft SQL Serverインス
タンスが静的 TCPポートを使用するように設定する必要があります。

この手順を使用して、名前付きインスタンスにリスニングポートを静的に割り当てます。

手順

ステップ 1 SQL ServerがインストールされているMicrosoftサーバにログインします。

ステップ 2 [開始] > Microsoft SQL Server > SQL Serverの構成を選択します。
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ステップ 3 SQL Server設定マネージャで、 SQL Serverネットワークの設定 > <named_Instance_name>のプロトコル
を選択し、TCP\IPプロトコル名を選択します。

ステップ 4 名前付きインスタンスの TCP\IPプロパティで、 IPアドレスタブを選択します。構成には、IP1、IP2、
IP3、IP4、IP5、IP6、IPALLなど、複数の IP構成セクションがあります。

ステップ 5 上記で参照された IP構成セクションのそれぞれに対して、以下の手順を実行します。

a) <TCP Dynamic Ports>フィールド中の設定を削除してください。

b) 名前付きインスタンスに使用する TCPポートを選択し、選択したポートで [ TCPポート ]フィールド
を更新します。

c) SQL名前付きインスタンスのファイアウォールルールを追加します。

（注）

IMおよび Presenceで外部データベースを構成する場合、前の手順で定義した値に SQL TCPポートを更新
してください。

新しいログインおよびデータベースユーザの作成

この手順で新規のログインおよびMicrosoft SQLデータベースユーザを作成します。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションで、[セキュリティ >ログイン ]を右クリックし、[新しいログイン]をクリックし
ます。

ステップ 2 ログイン名フィールドに適切な名前を入力してください。

ステップ 3 [ SQL Server認証 ]チェックボックスを選択します。

ステップ 4 [パスワード ]フィールドに新しいパスワードを入力し、[パスワードの確認 ]フィールドでパスワード
を再入力します。

ステップ 5 「パスワードポリシーを強制する」チェックボックスをチェックします。

（注）

パスワードの有効期限を強制するポリシーにチェックが入っていないことを確認してください。このパ

スワードはデータベースに接続するために IMおよび Presenceサービスで使用され、期限切れであって
はなりません。

ステップ 6 この新規ユーザに適用するデータベースを [デフォルトデータベース ]ドロップダウンリストから選択し
ます。

ステップ 7 [ログイン -新規（Login -New）]ウィンドウの左側ナビゲーションペインで、[ユーザーマッピング（User
Mapping）]をクリックします。

ステップ 8 [このログインにマッピングされたユーザ ]のリストで、このユーザを追加するデータベースをチェック
します。
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ステップ 9 「ユーザマッピング」をクリックし、「マップ」列の「このペインにマッピングされたユーザー」ペ

インで、すでに作成したデータベースのチェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [サーバの役割]で、[公開役割]チェックボックスのみがオンになっていることを確認します。

ステップ 11 OKをクリックします。 [セキュリティ >ログイン]で新規ユーザが作成されます。

データベースユーザに所有者権限を与える

この手順を使用して、Microsoft SQLデータベースの所有権をデータベースユーザに付与しま
す。

手順

ステップ 1 左側のナビゲーションで、[データベース（Databases）]をクリックしてから、作成したデータベースの名
前をクリックして、[セキュリティ（Security）] > [ユーザー（Users）]をクリックします。

ステップ 2 所有者権限を追加するデータベースユーザの名前を右クリックして、[プロパティ ]をクリックします。

ステップ 3 [データベースユーザ]ペインで、[メンバーシップ ]をクリックします。

ステップ 4 [ロールメンバー（Role Member）]リストで、 db_ownerチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 OKをクリックします。

[オプション]データベースユーザのアクセス制限
データベース所有者としてのデータベースユーザを削除し、Microsoft SQLServerデータベース
上のデータベースユーザにオプションの制限を適用する場合、この手順を使用します。

IMおよびプレゼンスサービスのアップグレード中にデータベーススキーマのアップグレード
がある場合、データベースユーザはデータベースの所有者権限を持っている必要があります。

注意

始める前に

外部データベースの IM and Presence Serviceを設定する章の手順を実行することを確認してく
ださい。

手順

ステップ 1 ストアドプロシージャを実行するための新しいデータベースロールを作成します:
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a) 左側ナビゲーションペインで、[データベース]をクリックして、新しいデータベースの役割を追加
するデータベースの名前をクリックします。

b) [ロール（Roles）]を右クリックし、[新しいデータベースのロール（New Database Role）]をクリッ
クします。

c) [データベースの役割 ]ウィンドウで [ General ]をクリックします。

d) 役割名フィールドに適切な名前を入力してください。

e) [ Securables]をクリックし、次に [ Search ]をクリックして [ Add Objects ]ウィンドウを開きます。
f) Specific Objectsラジオボタンを選択して、 OKをクリックします。

g) Object Typesをクリックして [ Select Object Types ]ウィンドウを開きます。
h) [オブジェクトの種類の選択（Select Object Types）]ウィンドウで、[ストアドプロシージャ（Stored

procedures）]チェックボックスをオンにし、[OK]をクリックします。これで、[これらのオブジェ
クトタイプを選択する ]ペインにストアドプロシージャが追加されます。

i) [参照]をクリックします。
j) [オブジェクトを参照 ]ウィンドウで次のチェックボックスを選択します:

• [dbo][jabber_store_presence]

• [dbo][ud_register]

• [dbo][ps_get_affiliation]

• [dbo][tc_add_message_clear_old]

• [dbo][wlc_waitlist_update]

k) OKをクリックします。 [選択するオブジェクト名を入力 ]ペインに新しい名前が表示されます。
l) [オブジェクトの選択 ]ウィンドウで、 [OK]をクリックします。

m) [データベースの役割 ]ウィンドウで、セキュラブルズリストの最初のエントリをクリックします。

n) [明示的 ]リストで [エクスキュート ]の [グラント ]チェックボックスをオンにします。

o) セキュリティ保護可能なリスト中のすべてのオブジェクトに対して、手順13と14を繰り返します。
p) OKをクリックします。

新しいデータベースの役割がセキュリティ >役割 >データベースの役割に作成されます。

ステップ 2 データベースユーザのデータベースロールメンバーシップを更新するには:

a) [セキュリティ >ユーザ]から、作成したデータベースユーザを右クリックし、[プロパティ]をクリッ
クします.

b) [データベースユーザ ]ウィンドウの左側のナビゲーションペインから [メンバーシップ ]をクリック
します。

c) ロールメンバーペインで、 db_ownerチェックボックスの選択を解除します。

d) db_datareader、 db_datawriter、および手順 1で作成したデータベースロールのチェックボックスを
選択します。

ステップ 3 OKをクリックします。
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Microsoft SQL Serverのデフォルトリスナポートのセットアップ
SQL Serverデータベースエンジンの既定のリスナポートとして、TCP/IPポート番号を指定し
ます。

手順

ステップ 1 SQL Server構成マネージャで、 SQL Serverネットワーク構成 >プロトコル > TCP/IPをクリックします。
コンソール。

ステップ 2 [TCP/IPプロパティ ]ダイアログボックスの [IPアドレス]タブで、設定する IPアドレスを右クリックして
プロパティをクリックします。

ステップ 3 [ TCP動的ポート ]ダイアログボックスを確認し、値 0が含まれている場合、0を削除します。これによ
り、データベースエンジンが動的ポートでリッスンするのを防ぐことができます。

ステップ 4 [ IPnのプロパティ ]ペインの [ TCPポート ]でこの IPアドレスがリッスンするポート番号を入力します。

ステップ 5 OKをクリックします。

ステップ 6 [コンソール ]ペインで SQL Serverサービスをクリックします。

ステップ 7 [詳細 ]ペインで [ SQL Server ] (インスタンス名)を右クリックし、その後、[再起動]をクリックします。
Microsoft SQL Serverを停止、再起動します。

MicrosoftSQLServerのアップグレードに必要なデータベー
スの移行

Microsoft SQLサーバーを、IM and Presenceサービスを使用して、外部データベースとしてデ
プロイし、11.5(1)、11.5(1)SU1、または 11.5(1)SU2にアップグレードする場合、新しい SQL
サーバーデータベースを作成して、それを新しいデータベースに移行する必要があります。こ

れは、このリリースで強化されたデータ型のサポートに必要です。データベースを移行しない

場合、既存の SQLサーバーデータベースでスキーマ検証が失敗し、常設チャットなどの外部
データベースに依存するサービスは起動しません。

IMおよび Presence サービスをアップグレードしたら、次の手順で新しい SQL Serverデータ
ベースを作成し、新しいデータベースにデータを移行します。

この移行は、Oracleまたは PostgreSQL外部データベースには必要ありません。（注）

事前準備

データベースの移行は、MSSQL_migrate_script.sqlスクリプトに依存します。CiscoTAC
に連絡してコピーを入手してください。
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表 1 :

タスクステップ

外部Microsoft SQL Serverデータベースのスナップショットを作成します。ステップ 1

新しい (空の) SQL Serverデータベースを作成します。詳細については、『
IM & Presenceサービス用データベース設定ガイド』の次の章を参照してくだ
さい:

1. 「Microsoft SQLのインストールとセットアップ」—アップグレードされ
た IM and Presenceサービスに新しい SQLサーバーデータベースを作成す
る方法の詳細については、この章を参照してください。

2. 「IM and Presenceサービスの外部データベースのセットアップ」—新し
いデータベースが作成されたら、この章を参照して、IMandPresenceサー
ビスの外部データベースとしてデータベースを追加します。

ステップ 2

システムトラブルシューティングを実行して、新しいデータベースにエラー

がないことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベースのトラブルシューティング ]セクションでエラーが表
示されないことを確認します。

ステップ 3

すべての IM and Presenceサービスクラスタノードで Cisco XCP Routerを再起
動します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択しま
す。

2. [サーバー（Server）]メニューで、IM and Presenceサービスノードを選択
して、[移動（Go）]をクリックします。

3. [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]の下で、[Cisco
XCPルータ（Cisco XCP Router）]を選択し、[リスタート(Restart)]をク
リックします

ステップ 4
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タスクステップ

外部データベースに依存するサービスをオフにする:

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ]メニューから IM & Presenceノードを選択し、 [実行]をクリック
します。

3. [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]で、次のサービ
スを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCPファイル転送マネージャ

Cisco XCP Message Archiver

4. [Stop]をクリックします。

ステップ 5

次のスクリプトを実行して、古いデータベースから新しいデータベース

MSSQL_migrate_script.sqlにデータを移行します。

（注）

Cisco TACに連絡してこのスクリプトのコピーを入手してください

ステップ 6

新しいデータベースにエラーがないことを確認するためにシステムトラブル

シューターを実行します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベースのトラブルシューティング ]セクションでエラーが表
示されないことを確認します。

ステップ 7
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タスクステップ

前に停止したサービスを開始します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ]メニューから IM & Presenceノードを選択し、 [実行]をクリック
します。

3. [ IMおよびプレゼンスサービス]から次のサービスを選択します:

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCPファイル転送マネージャ

Cisco XCP Message Archiver

4. [開始]をクリックします。

ステップ 8

外部データベースが実行中で、Cisco Jabberクライアントからすべてのチャッ
トルームが表示されていることを確認します。新しいデータベースが機能し

ていることを確認してから、古いデータベースを削除してください。

ステップ 9

IM and Presenceリリース 11.5 (1)以降からのデータベース
スキーマのアップグレード

IM and Presence Serviceで外部データベースとしてMicrosoft SQLデータベースを展開している
場合、以下のいずれかのシナリオを選択してデータベーススキーマをアップグレードします。

表 2 : MSSQLデータベーススキーマのアップグレードシナリオ

手順シナリオ

MSSQLデータベースのアップグレード方法の詳細について
は、『IM and Presence Serviceデータベースセットアップガイ
ド』の「Microsoft SQL Serverのアップグレードに必要なデー
タベースの移行」の項を参照してください。

これにより、列の種類が textから nvarchar(MAX)に必要な変
更が行われます。

IMおよび Presenceサービス
11.5 (1)、11.5(1)SU1、または
11.5(1)SU2リリースからの
アップグレード
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手順シナリオ

IM and Presenceサービスサーバに接続されたMSSQLデータ
ベースは、IMandPresenceサービスのアップグレード中に自動
的にアップグレードされます。これにより、nvarchar(4000)か
ら nvarchar(MAX)の列の種類に必要な変更が行われます。

（注）

列の種類をnvarchar(4000)として古いデータベースに接続する
ために、何らかの理由でアップグレードを手動でトリガーす

る場合、次のアクションがトリガーされ、列の種類を

nvarchar(MAX)に変更することでデータベースをアップグレー
ドします。

• Cisco XCP Config Managerを再起動した後、Cisco XCP
Routerサービスを再起動する。または

•外部データベースのスキーマ検証中 -データベースをテ
キスト電話会議 (TC)、メッセージアーカイバー (MA)、
またはマネージドファイル転送 (MFT)サービスに指定
し、外部データベース設定を再ロードした場合。ページ

にアクセスしてください。 (Cisco Unified CM IM and
Presenceの管理のユーザインターフェイスからメッセー
ジング >外部サーバのセットアップ >外部データベース
を選択し、[外部データベース設定 ]ページを読み込む
データベースを見つけて選択します。)

IM and Presenceサービス
11.5(1)SU3以降からのアップ
グレード

Microsoft SQL Serverのインストール
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Microsoft SQL Serverのインストール

IM and Presenceリリース 11.5 (1)以降からのデータベーススキーマのアップグレード



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


